
アドホックルーティング技術

要　旨

あらゆる人や“モノ”がネットワークにつながり，いつで

も，どこでも，だれにでも欲しいサービスが利用できるユ

ビキタスネットワーク社会の実現に向けて，既存のネット

ワークインフラを利用することなく，端末間での通信を可

能とするアドホックネットワークへの関心が高まっている。

アドホックネットワークは，元来，戦場における軍用情報

の交換手段の確保を目指して研究がスタートし，近年では，

民生通信への応用をねらって研究が活発化しており，多様

な分野への適用に向けた議論が行われている。例えば，そ

の応用例としては，災害時の利用や防災向け，Personal

Area Networkによる各種サービス，車車間・路車間通信，

センサネットワークなどがある。

ここで，アドホックネットワークの技術的課題は，アー

キテクチャ，ルーティング技術，MAC（Medium Access

Control）プロトコル，アプリケーション，エネルギー管理，

セキュリティなどと多岐にわたっており，現在，活発な研

究・開発がなされている。

本稿では，ルーティング技術に焦点を当て，アドホック

ネットワークの応用例として，IP（Internet Protocol）アド

ホックネットワークとセンサネットワークへの適用につい

て述べる。

IPアドホックネットワークでは，複数の接続点によりイ

ンターネット接続を実現しており，多様な接続形態を持つ

アドホックネットワークを可能としている。

また，センサネットワークへの適用では，センサノード

の持つメモリリソースの制約を考慮し，数千規模のセンサ

ノードからなるセンサネットワークを実現可能な経路探

索／制御技術の検討を行っている。

アドホックネットワーク 

�ノード同士の通信 
�直接通信ができないノード間については，
マルチホップ通信による情報交換 
�すべてのノードがルーティング機能を保持 

災害時のネットワーク 

車車間・路車間通信 

センサネットワーク IPアドホックネットワーク 
事故情報等の通知 

事故等 防災向け 環境モニタリング 

IPノード 

アドホックネットワークは，すべてのノードがルーティング機能を持つことにより，ノード同士による通信や直接通信ができないノード間に
ついてはマルチホップ通信による情報交換が可能なネットワークである。また，固定の通信インフラに依存しない自律分散型のネットワークで
あることから，いつでも・どこでも・どのようなエリアでも構築可能であり，様々な分野への応用が期待されている。
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